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論文審査結果の要旨 

 本 論 文 は 、 超 音 波 気 管 支 鏡 ガ イ ド 下 生 検 （ Endobronchial ultrasound-guided 

transbronchial needle aspiration ; EBUS-TBNA）によるサルコイドーシスの診断におい

て年齢は独立した予測因子となることを初めて示唆した、臨床的に意義ある論文である。 

 EBUS-TBNA は、肺門および縦隔リンパ節腫大を伴うサルコイドーシスの診断の主要な手

段となっている。これまで、いくつかの研究で EBUS-TBNA によるサルコイドーシスの診断

の予測因子は検証されているが、結果は一貫性がなく、予測因子は未だに明らかでない。

さらに、これらの研究では、年齢は予測因子として評価されていなかった。 

 本研究では、EBUS-TBNA によりサルコイドーシスの診断となるための予測因子を多変量

解析した結果、年齢は EBUS-TBNA によるサルコイドーシスの診断と有意に関係しており、

年齢が低いほどサルコイドーシスの診断に至る結果であった。この結果は、サルコイドー

シスの診断においては年齢に応じて診断手段を選ぶべきことを示唆しており、臨床的に意

義がある。 

 


